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大

l
統

志

金

硫
献
錬
輯

遮
海
叢
書
へ
十
)

民
国
二
十
五
年
三
月
出
版

遼
海
専
政
編
纂

大
連
右
文
閣
発
育

元
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中
初
期
二
回
に
亘
り
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修
せ
ら
れ
､
其
の
末
葉
に
及
ん
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で
更
に
官
坂
を
見
る
に
至
っ
た
大

1
統
志
も
明
代
己
に
散
供
し

現
今
に
て
は
請
書
に
引
用
せ
ら
る
1
断
片
的
な
内
容
以
外
に
は

数
某
の
刊
本
'
若
干
の
抄
本
を
残
す
に
過
ぎ
な
S
.
加
ふ
る
に

之
等
戎
本
も
各
地
に
分
域
さ
れ
容
易
に
披
見
を
許
さ
れ
な
い
の

が
其
の
現
状
で
あ
っ
た
.
従
っ
て
之
等
が
蒐
案
出
刊
さ
れ
る
事

は
此
の
方
面
の
研
究
者
の
斉
し
-
希
望
し
て
止
ま
な
か
っ
た
も

の
で
あ
る
が
､
今
回
金
硫
源
氏
が
遼
海
叢
書
第
十
集
の
子
目
に

大
元
大

1
統
志
を
掲
げ
た
事
は
か
1
る
勉
望
に
鷹
じ
た
も
の
と

し
て
喜
ば
し
5
.
両
も
本
籍
は
峯
に
｢樺
本
｣
の
復
刻
の
み
に
止

ら
ず
'
更
に

｢
輯
本
｣
･
｢
考
詮
｣
･
｢
附
錬
｣
を
附
し
'
此
の
種

の
金
に
於
て
稀
に
み
る
完
備
し
た
形
式
を
具
へ
て
居
-
､

一
見

編
者
の
周
到
な
る
用
意
の
逆
が
十
分
に
看
取
せ
ら
れ
る
｡
以
下

∫

此
の
有
意
童
な
著
書
の
各
篇
に
就
い
て
之
を
紹
介
し
､
軌
け
た

る
姦

芸

に
少
し
-
卑
見
を
述
べ
て
み
た
い
(売

荘

晦
針

㌍

謂

詣

)

◎
残
本
十
五
巻

北
千

･
大
連
両
閲
書
館
､
杉
村
勇
道
民

所
蔵
及
び

｢
宋
元
書
影
｣
所
収
に
係
る
刊
本

･
真
木
を
菟
集
復

刻
し
た
も
の
で
あ
る
｡
牧
む
る
内
容
は
均
州

･
房
州
(重
陽
蕗
)

廓
州

･
鎧
州
(
延
安
路
)
､
涯
州
(成
都
路
)
'
合
州
(重
歴
節
)
'

玉
津
州
･通
安
州
(麗
江
路
)
､
海
鯉
州
･崇
徳
州
(嘉
興
廃
)
'
常

州
流
線
事
司

･
晋
陵
願

･
武
進
願
の
各

一
部
叉
は
全
部
に
亘
り

量
に
於
て
極
め
て
僅
少
と
は
い
へ
大
元
大

7
統
志
の
復
原
が

一

部
完
成
さ
れ
た
事
は
'
残
本
が
輯
集
せ
ら
れ
た
便
益
と
共
に
感

謝
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
｡
唯

｢
宋
元
書
影
｣
所
収
大
元
大

1
統

志
七
百
九
十
二
番
第

1
葉
と
北
平
箇
書
館
所
蔵
二
･三
･四
葉
と

は
明
か
に
常
州
路
銀
事
司

･
晋
陵
願

･
武
進
願
を
記
載
す
る
に

拘
ら
ず
'
目
録
に
於
で
も
'
｢
考
澄
｣
五
戎
本
の
車
中
北
平
箇
書

館
所
蔵
大
元
大

7
統
志
の
僕
に
於
て
も
等
し
-
常
州
路
銀
事
司

の
項
目
を
股
略
せ
る
事
は
言
ふ
迄
も
な
-
誤
に
し
て
､
之
は
常

州
路
の
親
億
せ
る
行
政
償
割
と
し
て
'晋
陵
･武
進
二
願
と
封
等

に
数

へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
O
拾
残
本
の
系
統

･
刊
本
の
種
類

に
関
し
て
は
既
に
常
山
定
讐

の
論
文
が
-

が

(
黒

革
鯛

詣

剖固
)
金
氏
も
亦
｢
考
撃

五
慧

竃

に
蓮
ぶ
る
所
が

あ
る
｡
三
種
の
刊
本
を
認
む
る
青
山
氏
と
之
を
二
種
な
少
と
す

る
金
氏
に
相
違
が
存
す
る
｡

㊥
輯
本
四
巻

大
明

一
統
志

･
遼
東
志
以
下
十

一
種
に
引

讐

れ
て
ゐ
る
侠
文
の
輯
集
で
あ
る
｡
(
詣

完

相
詔

霊

雛

が

篭

新

婚
け
譲

)
満
州
源
流
考
･熱
河
毒

清
代
の
諸

書
に
豊
富
に
本
志
を
引
用
す
る
を
目
し
て
'
四
庫
全
書
親
日
捷

要
大
明

一
統
志
の
俵
に
永
楽
大
典
が
大
元
大

一
統
志
を
多
-
引

70
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用
せ
-
と
あ
る
よ
り
同
様
に
大
典
よ
り
の
緒
引
で
あ
ら
う
と
す

る
見
解
は
'
其
の
大
都
蹄
警
巡
院
の
部
分
が
清
初
に
殆
存
せ
L

形
迩
な
き
に
拘
ら
ず
日
下
鷲
間
者
に
可
成
り
引
用
さ
れ
て
ゐ
る

事
嘗
よ
-
も
承
認
さ
れ
る
所
で
あ
る
｡
博
識
の
朱
葬
食
を
以
て

し
て
其
の
日
下
華
間
に
利
用
し
得
な
か
っ
た
本
志
が
'
乾
隆
三

十
九
年
の
勅
撰
に
際
し
始
め
て
多
-
引
用
さ
れ
た
の
を
見
れ
ば

自
ら
其
の
間
の
事
情
が
首
肯
さ
れ
る
だ
ら
う
｡
日
下
奮
闘
考
所

引
の
析
津
志
が
他
書
よ
-
の
孫
引
で
あ
ら
う
と
さ
れ
る
和
円
教

授
の
推
定
､鵡

撃

墜

幣

ご

ニ
)
と
併
せ
考

へ
ら
れ
る
所
が
あ

る
｡
兎
に
角
か
1
る
供
文
輯
集
の
完
備
は
到
底
短
時
日
の
問
に

筑
し
得
る
所
で
は
な
-
､
後
人
の
聴
補
を
保
っ
て
始
め
て
期
せ

ら
る
1

棟
質
の
も
の
で
あ
る
｡

輩
者
の
知
る
範
囲
に
於
て
も
日

下
篇

考
(
諾

F'<
虻
･<鮎
,i
.1.訳
禦

蛋

(五
九
'
)
及
び

崇
武
親
節
線
何
秋
清
注
太
宗
三
年
の
修
が
補
足
さ
れ
る
事
を
附

記
し
て
置
-
0

③
考
詮

.1
番

章
を
分
か
つ
事
九
.
酵
害
監
志
を
中
心
に

関
係
賓
料
を
殆
ん
ど
網
羅
し
て
'
大

7
統
志
の
編
纂

｡
刊
行
を

考
許
し
､
其
の
内
容
鰹
例
よ
り
獲
本

･
侠
文
に
論
を
進
め
､
元

兜
地
理
志

･
天
明

11
統
志
と
の
関
係
に
言
及
し
声

一
種
の
綜
合

的
研
究
で
あ
る
｡
就
中
第
二
章

｢
編
纂
及
刊
行
｣
の

一
草
は
従

釆
の
鰻
大
師

･
呉
春
の
両
説
に
封
し
氏
の
新
た
な
る
見
解
が
琵

表
さ
れ
て
ゐ
る
鮎
に
於
て
最
も
多
-
の
問
短
を
提
供
す
る
所
で

あ
る
.
即
ち
至
九
･
大
穂
楠
本
の
存
春
を
認
む
る
鮎
に
於
て
臭

氏
を
斥
け
て
鏡
氏
に
綻
ひ
､
至
正
七
年
大
穂
本
の
刊
行
を
主
張

す
る
に
雷
っ
て
'
鏡
氏
詮
を
否
定
し
て
呉
氏
説
を
探
る
の
で
あ

る
｡
唯
其
の
聞
至
元
本
完
成
の
年
次
に
関
し
て
更
に
別
個
の
三

十

一
年
詮
が
提
出
さ
れ
て
ゐ
る
｡
此
の
金
氏
の
下
し
た
判
断
を

批
判
す
る
に
際
し
て
は
､

一
腰
盛
大
祈

･
臭
藩
の
両
説
を
回
顧

し
再
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
鰻
氏
は
許
有
壬

｢
大

一
統
志

序
｣(
諾

集
)
に
み
え
る

至
空

手

三
年
歳
内
戚
｡
江
南
平
而
四
海

一
着
十
年
桑
O
集

腎
大
拳
土
中
奉
大
夫
行
秘
書
監
事
乱
馬
刺
丁
言
｡
方
今
尺
地

1
民
壷
入
版
績
O
宜
底
書
以
明

丁
統
O
世
量

最
納
.
命
孔
風

刺
丁
曹
奉
鹿
大
夫
秘
書
少
監
庚
廃
絶
等
蒐
集
篤
志
.
二
十
八

年
平
卯
書
成
o
凡
七
百
五
十
五
番
.
名
日
大

1
統
志
O
域
之

.%
酔
o
廃
絶
謂
｡
比
前
代
地
理
書
似
麓
詳
僻
.
然
程
失
是
非

安
敢
自
断
｡
爾
欲
網
羅
遺
連
語
其
同
異
霧
O
至
正
六
年
鹿
又

丙
成
十
二
月
二
十

一
日
｡
中
書
右
丞
相
別
見
怯
不
花
率
省
臣

奏
｡
是
書
図
用
尤
切
｡
恐
久
達
矢
｡
請
刻
印
以
永
於
世
.
潮

可
｡
明
年
丁
亥
二
月
十
七
日
｡
皇
上
御
輿
聖
便
殿
｡
中
書
平

71-



374

尊
政
事
域
木
耳
達
嘗
俸
旨
｡
命
臣
有
壬
序
其
首
｡

-
-

､

及
び
蘇
天
爵

｢
斉
乗
序
｣
'
元
史
本
紀
の

我
国
家
大
穂
初
.
始
従
集
賢
待
制
遭
仲
之
請
､作
大

1
統
志
｡

大
穂
七
年
三
月
戊
中
小
(
佃
譜

か
諸

棒
針
印
hL
lt
㌍
)

蘭

蕗

｡
商
銀
等
進
大

丁
統
志
.
協
賛
有
美
｡

に
伐
り
'
至
元
二
十
八
年
初
修
本
七
百
五
十
五
巻
と
大
穂
七
年

重
修
本

一
千
巻
(
大
徳
本
一
千
巻
ノ
詑
ハ
｢
元
史
峯
文
意
｣
二
こ
,､,
ヘ

ル
併
デ
ア
リ
､
金
氏
/
指
摘
セ
ル
如
ク
｢
元
一
統
志

1
千
巻
｣
ト
イ
フ
闘
史
経
籍

漆
三
伏
壌
シ
タ
モ
ノ
デ
ア
ル
)

の
雨
水
を
認
め
史
に
至
正
七
年
の

士
卜
蘭
蕗

･
昭
文
館
大
挙
士
秘
書
監
岳
鉱
等
奏
｡
秘
書
監
修

撰
大

一
統
志
､
元
欽
奉
世
組
皇
帝
翌
旨
編
集
O
始
自
軍
1g
二

十
三
年
､
至
今
才
方
成
害
｡
以
是
純
真
｡
統
計
六
百
冊

二

千
三
百
巻
｡
進
呈
欽
奉
御
撃
退
｡
奉
聖
旨
｡
於
躍
軒
如
法
収

蔵
｡
仇
賜
賓
撰
集
人
等
者
｡
欽
此
｡

と
あ
る
を
以
て
大
穂
七
年
進
呈
の
千
三
百
奄
本
の
み
を
認
め
至

元
本
の
あ
る
を
認
め
ず
'
従
っ
て
至
正
七
年
刊
本
は
常
然
右
の

千
三
憎
巻
本
-

と
の
管

主
等

る
-
の
で
あ
る
.
(
rl-ER#
i

刊
本
に
就
い
て
は
許
序
に
大
穂
重
修
本
に
言
及
せ
ざ
る
よ
-
之

硬
本
版
｣

谷
文
存
四

を
初
修
本
と
解
し
た
る
も
の
が
其
の
大
雪

あ
.る
.(襲

撃

r

讐

地
文
)

之
に
封
し
呉
春
は
空

室

心
(雛
鯛
)
序
及
び

｢
進
悪

書
｣

に
'至
元
乙
酉
｡

欲
茸
著
作
之
職
.

乃
命
大
集

荷
方
圏
志
而

1

之
'
以
表
皇
元
褒
理
無
外
之
大
｡
詔
大
臣
近
侍
提
其
網
'
牌

鴻
生
前
士
'
立
局
置
慮
庇
其
事
.
凡
九
年
而
成
書
.
緯
得
雲

南

･
遼
腸
等
書
.
叉
纂
修
九
年
而
始
就
｡
今
甜
府
所
蔵
大

一

統
志
是
也
｡
-
-

大
穂
七
年
五
山
初
二
日
O
秘
書
部
呈
奉
甜
府
指
揮
.
昔
年
三

月
三
十
日
也
可
怯
醇
第

1
日
玉
穂
殿
内
有
時
分
.
集
賢
大
勢

そ
も

く

大

丁
統
志
編
纂
の
静
端
を
摸
す
る
に
'
秘
書
監
志

に
'至
元
二
十
二
年
六
月
二
十
五
日
.
中
書
省
発
馬
兵
部
元
掌
郡

邑
固
･誌
倶
各
不
完
'
近
年
以
釆
随
蹄
京
肝
州
願
多
宥
更
改
､

及
各
虚
行
省
所
轄
地
面
春
先
未
曾
取
合
｡
巳
経
開
坐
沿
革
等

事
｡
移
容
各
省
､
井
割
付
兵
部
過
行
取
勘
去
o

後
越
兵
部
令

史
劉
偉
葦

亦
麓
此
事
施
行
問
.
嫁
釆
鼻
O
該
｡
準
上
郡
蘭

書
監
閲
.
孔
馬
刺
丁
奏
｡
太
史
院
麻
法
倣
有
｡
･･････-
教
蘭

書
監
家
也
倣
者
｡
但
是
路
分
裏
収
拾
郵
勘
子
.
但
是
寮
TT的

ト
ト
モ
ニ

路
分
野
地
山
林
里
道
立
賑
毎

7
件
裏
希
等
底

･
但
是
地
生
出

来
的
:
把
郷
的
倣
文
字
吋
忠
生
O
奉
聖
旨
那
般
者
.
欽
此
O

,～ 72
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呈
乞
照
詳
事
｡
得
此
O
六
月
十
三
日
興
本
監
庶
尚
書

･
影
少

監
等
議
待
.
翰
林
院

･
兵
部
各
差
荘
官
'
輿
本
監

一
同
商
量

編
類
似
麓
便
雷
｡
得
此
.
除
己
割
付
兵
部
､
摘
委
兵
部
郎
中

趨
奉
議
'
及
割
付
S
.林
院
依
上
差
官
外
.
仰
照
駿
O

欽
依
翌

夏

意

施
行
｡
(
即
志
新
生

と
見
え
て
ゐ
る
如
く
'
兵
部
が
其
の
職
掌
と
し
て
､
未
完
成
の

天
下
郡
舷
の
鳳
誌
の
編
類
を
命
ぜ
ら
れ
共
著
行
に
着
手
せ
る
期

間
中
､
愈
々
上
郡
秘
書
監
が
大
変
院
の
授
時
暦
､
太
腎
院
の
本

革
に
倣
っ
て
天
下
の
地
理
書
編
纂
を
奏
話
し
'
之
が
許
可
の
聖

旨
を
受
け
た
の
で
､
便
宜
上
兵
部

･
秘
書
監

･
翰
林
院
合
同
を

以
て
之
が
嘗
行
吃
移
る
べ
-
中
書
省
の
方
針
が
決
定
せ
ら
れ
た

の
で
あ
る
･｡
元
史
巻
十
三
に
､

｢
至
九
二
十
二
年
七
月
∪
甲
伐
勅
秘
書
監
修
地
理
書
｡

と
あ
る
は
右
の
経
緯
の
結
果
を
簡
軍
に
述
べ
た
も
の
に
外
な
ら

意
義
よ
-
天
下
地
理
書
の
纂
修
が
企
て
ら
れ
'
而
も
軍
に
便
宜

上
共
同
事
業
と
し
て
苦
行
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
事
が
判
る
｡

此
の
事
情
を
考
慮
に
入
れ
1
ぼ
､
初
修
本
の
成
立
を
二
十
八
年

に
非
す
し
て
三
十

1
年
な
り
と
断
定
し
た
金
氏
の
弟

1
枚
嫁

至
元
三
十

一
年
十
月
二
十
六
日
.
本
監
准
中
書
兵
都
師
｡
夢

到
至
元
大

一
統
志
凶
伯
五
十
冊
｡
鼻
解
中
書
省
割
付
｡.
笹
下

右
司
牧
管
Q
(鵬
莞

㌔

紺
)

は
其
自
身
明
か
に
兵
部
専
用
の
大

一
統
志
が
秘
書
監
で
編
束
を
･

経

へ
兵
部
に
廻
附
せ
ら
れ
た
る
内
容
に
し
て
'
決
し
て
金
氏
の

謂
ふ
如
く
初
修
本
の
成
立
を
示
し
た
る
も
の
で
な
い
事
が
判
る
,

だ
ら
う
.
三
十

1
年
八
月
付
秘
書
監

･
兵
部
問
の
行
移
に
､
至

元
大

1
統
志
の
編
嘉
に
際
し
各
蹄
の
巻
首
に
地
圏
を
挿
入
す
べ

L
と
の
兵
部
の
要
求
と
之
を
う
け
て
必
要
な
地
組
の
提
出
を
求

む
る
空

屋

の
言
が
兄
へ
て
ゐ
る
事
や

(鵬
桐
畑
附
四
)
同
十
二

日
の
兵
部
よ
り
秘
書
監

へ
の
閲
に
兵
部
用
の
大

一
統
志
と
之
が

編
嘉
に
従
事
せ
る
人
員
の
人
数

･
姓
名
其
他
の
詳
細
と
を
廻
付

せ
よ
と
の
記
載
が
あ
る
事
は
(卵
鰯
錦
)
よ
-
此
の
問
の
滑
息
を

示
し
て
ゐ
る
｡

更
に
氏
の
讐

根
琢
た
る
上
記
空

屋

志
(雛
脚
)
序
文
は
∵

呉
番
の
依
探
し
た

T
理
由
で
も
あ
る
が
こ
れ
叉
秘
書
監
志
の
編

者
王
士
鮎

･
商
企
毅
が
常
時
残
存
せ
る
公
文
書
の
み
を
基
と
し

て
概
説
せ
る
所
で
あ
っ
て
'
仔
細
に
其
の
内
容
を
吟
味
す
れ
ば
.

必
L
も
底
に
金

･
呉
両
氏
の
漆
球
と
は
な
ら
な
い
事
が
判
る
｡

蓋
し

三
十

一
年
十
月
二
十
六
日
の
公
文
を

以
て
初
修
本
の
完

成
と
誤
解
し
た
結
果

｢
凡
九
年
耐
成
書
｣
と
記
し
'
秘
書
監
志
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(細
鯛
鞄

)
に
明
確
慧

大
穂
五
年
七
月
二
zg

大
穂
本
の
重

修
開
始
を
完

貞
元
年
と
解
し
た
麓
に
再
び
｢
又
纂
修
九
年
而
胎

就
｣
と
誤
っ
た
如
き
是
で
あ
る
｡
大

一
統
志
纂
修
の
次
第
を
詳

記
す
る
秘
書
監
志
が
弼
旦

手

六
年
七
月
十
八
日
の
移
文
以
後

三
十

一
年
八
月
の
英
ま
で
中
絶
し
て
ゐ
る
事
は
恐
ら
-
此
の
間

に
公
文
書
の
堅
洛
せ
る
も
の
あ
る
を
示
す
も
の
な
ら
ん
と
解
せ

ら
れ
る
が
､
其
の
結
果
至
空

手

八
年
秘
書
藍
本
の
成
立
が
己

に
成
菩
監
志
編
韓
の
常
時
に
於
て
誤
解
さ
れ
て
三
十

一
年
詮
が

唱

へ
ら
れ
､
英
が
鹿
に
金
氏
に
よ
っ
て
鴫
承
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
.
幸
に
許
有
壬

｢
大

T
統
志
序
｣
が
此
の
間
に
あ
っ
て
二
十

八
年
成
立
の
寄
算
を
侍

へ
鰻
氏
の
俸
承
す
る
桝
と
な
つ
た
と
い

ふ
の
が
其
の
賞
状
で
あ
ら
う
｡

三
十

7
年
兵
部
本
が
秘
書
監
の
手
に
ょ
-
編
富
を
完
了
し
た

と
す
れ
ば
之
に
発
行
し
て
秘
書
監
本
が
成
立
し
'
兵
部
本
は
苦

に
此
の
秘
書
監
本
を
基
礎
と
し
て
若
干
兵
都
の
必
要
な
地
国
英

他
を
附
載
し
た
も
の
で
あ
ら
う
と
云
ふ
事
は
碁
修
雷
初
の
事
情

よ
-
容
易
に
推
定
せ
ら
れ
る
所
で
あ
る
｡

大
穂
五
年
七
月
初
九
日
｡
本
監
移
中
書
兵
部
開
｡
奉
中
寺
省

判
蓬
｡
兵
部
呈
｡
秘
書
監
閲
.
著
作
郎
遭
従
仕
呈
.
見
窺
編

寛
大

1
統
志
'
除
秘
書
濫
費
下
志
書

一
部
春
局
編
校
外
.
照

得
在
先
亦
有

一
部
.
見
留
中
書
兵
部
o
中
間
多
有
不
同
｡
必
.

.

須
夢
下
'
五
胡
参
敦
盛
待
鐸

一
成
書
0
本
都
塵
詳
O
大

1
統

志
書
若
依
著
作
所
呈
'
令
本
部
典
史
時
公
蕃
専

一
牧
草
'
赴

局
五
胡
参
牧
桧
照
｡
就
令
編
寛
志
書
了
畢
遷
都
'
似
不
鮎
汚

損
壊
｡
具
里
照
詳
｡
覆
審
部
堂
釣
旨
｡
蓬
兵
部
将
上
項
志
書

賢

0
本
繁

用
､
事
畢
還
官
.
(
棚
莞

遺

志
)

と
兵
部
に
蘭
書
監
本
至
元
大

一
統
志
と
異
同
あ
る

一
本
が
牧
管

さ
れ
て
ゐ
る
事
を
示
す
記
事
と
併
せ
考

へ
て
､
此
の
想
像
の
過

ら
ざ
る
を
認
め
う
る
と
息
は
れ
る
.

許
有
壬
の

｢
大

1
統
志

序
｣
に
至
空

手

八
年
至
九
大

一
統
志
七
百
五
十
五
巻
が
秘
書

監
に
戒
せ
ら
れ
た
と
す
る
も
の
は
正
し
-
此
の
事
葺
を
指
す
に

.

他
な
ら
な
い
｡
許
有
壬
の
言
の
依
嬢
す
る
所
は
不
明

で
あ

る

が
'
如
上
の
如
き
雨
後
の
事
情
よ
-
す
れ
ば
其
の
記
事
を
否
定

す
る
事
は
別
の
碇
詮
な
き
限
-
瀬
封
に
不
可
能
で
あ
ら
う
｡

至
冗
大

一
統
志
の
秘
書
監
本

･
長
都
本
が
夫
々
二
十
八
年

･

三
十

一
年
に
成
書
を
完
了
し
た
こ
と
は
以
上
論
じ
乗
れ
る
所
で

あ
る
が
此
の
至
九
大

一
統
志
と
は
廉
廉
稽
撰
す
る
統
同
志
を
骨

子
と
し
て
各
行
省
よ
-
の
報
告
を
慶
考
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
金
氏
P

r
考
詮
｣
三
に
誓

監
志
(鵬
wS
Jr
廉
)
の
宝

を
以

て
指
摘
し
て
ゐ
る
通
り

で
あ

る
｡
其
の
内
容
た
る
や
霊
菌

･･
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甘
東

･
遼
腸
三
行
省
を
映
-
男

一
次
菱
修
本
で
あ
っ
た
｡
然
る

に
引
頼
き
至
元
大

一
統
志
の
第
二
次
纂
修
が
開
始
さ
れ
た
｡

∩成
宗
即
位
U
未
幾
隆
秘
書
少
監
｡
預
修
大

一
統
志
｡

(
元
史

郎
㌫

四
)

と
い
ふ
記
事
の
示
す
所
で
あ
る
｡
楊
桓
の
蘭
書
少
藍
に
な
っ
た

の
品

書
監
志
(即
納
)
に
よ
れ
ば
至
空

享

年
十
二
月
十
九

日
で
あ
る
｡
か
く
て
元
貞
二
年
三
月
金
歯
を
除
い
た
雲
南
行
省

の
報
告
が
編
類
･
編
警

ら
れ

(
誓

慧

四
r露

誹
輩

鯛
)
唐

い
て
到
着
の
甘
粛
行
省
の
報
告
と
合
せ
大
穂
二
年
二
月
'
五
十

八
冊
に
完
成
さ
れ
､
三
年
七
月
に
は
遼
陽
行
省
の
部
分
を
最
後

と
し
て
絶
目
録
と
共
に
八
冊
が
完
了
し
て
ゐ
る
.
至
元
大

1
統

志
の
完
全
な
完
了
は
賓
に
大
穂
三
年
七
月
に
あ
わ
と
言
は
ね
ば

な
ら
な
い
.
翌
四
年
四
月
十
二
日
甜
喜
郎
の
豊
に
至
九
大

一
統

志
四
盲
八
十
三
冊

･
七
百
八
十
七
巻
の
校
勘
を
経

へ
て
之
を
秘

書
監
に
轍
納
せ
り
と
見
え
て
居
る
｡
つ
ま
り
七
百
五
十
五
巻
よ

り
な
る
二
十
八
年
完
了

eL第
一
次
至
元
大

一
統
志
が
第
二
次
編

類
の
部
を
合
し
四
百
八
十
三
冊

･
七
百
八
十
七
番
と
し
て
大
穂

三
年
七
月
に
完
成
し
た
の
で
あ
る
｡
従
っ
て
至
元
二
十
八
年
第

一
次
碁
修
至
一光
大

一
統
志
は
常
然
四
百
十
七
冊

･
七
百
五
十
五

巻
本
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
か
-
し
て
完
成
し
た
等
九
大
二

統
志
は
再
び
天
徳
五
年
七
月
二
日
著
作
郎
適
作
の
請
に
ょ
-
重

ね
て
校
勘
添
攻
が
加

へ
ら
れ
'
七
年
三
月
三
十
日
卜
蘭
稽

･
岳

鑑
の
手
よ
り
六
百
冊

二

千
三
百
巻
本
と
し
て
成
宗
に
進
呈
さ

れ
'
多
岐
な
碁
修
の
事
業
誉

刃
金
に
終
了
を
見
る
に
至
っ
た
の

で
あ
る
｡

以
上
煩
雑
な
推
論
の
結
果
､
と
に
角
大

一
統
志
纂
修
の
始
末

に
開
L
鎖
大
師
の
見
解
は
'
大
穂
重
修
本

1]
千
春
と
す
る
を
秘

書
監
志
に
よ
-
千
三
石
巻
と
攻
撃
す
る
事
に
ょ
り
'
全
面
的
に

肯
定
せ
ら
れ
'
従
っ
て
英
審

･
金
敏
昭
氏
の
見
解
が
改
正
さ
れ

ね
ぼ
な
ら
ぬ
と
い
ふ
結
論
に
連
し
た
の
で
あ
る
｡

次
に
至
正
七
年
の
刊
本
で
あ
る
が
呉
氏
'
金
氏
共
に
共
に
陳

す
る
唯

1
の
史
料
た
る
許
序
を
参
考
す
る
事
な
-
論
議
を
進
め

前
者
に
在
て
は
全
-
何
等
の
根
嫁
を
提
出
す
る
事
な
-
'
後
者

に
於
て
も
又
軍
に
現
存
す
る
桟
木
が
大
穂
本
な
り
と
S
ふ
事
の

み
を
以
て
直
に
之
を
大
穂
本
千
三
百
巻
本
に
他
な
ら
す
と
断
定

し
た
に
す
ぎ
な
い
O
然
し
な
が
ら
現
存
の
残
本
が

1
種
に
止
ら

ず
二
種
又
些

二
種
と
考

へ
ら
れ
る
事
よ
-
其
の
刊
行
が

1
度
に

限
ら
れ
ざ
り
L
を
知
る
べ
-
'
露
に
以
て
至
正
七
年
刊
行
本
を

大
穂
本
と
断
す
る
事
は
出
来
な
い
｡
事
嘗
虚
心
に
上
記
の
許
序

を
見
る
時
は
千
三
百
巻
本
の
刊
行
の
序
文
と
し
て
首
肯
出
発
な
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い
節
が
多
々
あ
る
事
は
誰
人
に
も
容
易
に
看
取
せ
ら
れ
る
と
息

は
れ
る
｡
遺
憾
な
.が
ら
現
春
之
を
積
極
的
に
立
詮
す
べ
き
発
語

が
見
常
ら
ぬ
以
上
決
定
的
な
断
定
は
下
す
に
樟
拷
す
る
所
で
あ

TO
.が
'
至
元
二
十
八
年
成
害

さ
れ
た
第

一
次
至
元
大

T
統
志

の
刊
行
と
見
る
方
が
積
雷
で
は
あ
る
ま
い
か
.

以
上
要
す
る
に
大

7
統
志
の
纂
修
刊
行
に
関
す
る
金
氏
の
考

詮
は
決
し
て
決
定
的
な
も
の
で
は
な
-
'
問
題
は
依
然
問
題
と

し
て
残
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
｡

.
第
三
章
｢
名
稲
及
慣
例
｣
の

一
節
に
'
秘
書
監
志
巻
四
｢
庚
龍

摩
J
の
項
に
載
す
る
湖
虞
行
省
の
容
に
依
っ
て
大

一
統
志
の
名

僻
の
由
確
を
春
秋
に
説
-
大

7
続
に
基
け
る
を

論
じ
て
居
る

が
､此
の
事
は
叉
許
有
壬
の
序
に
も
明
記
す
る
所
で
あ
る
｡唯
氏

が
元
貞
二
年
十

一
月
著
作
郎
量
す
る
所
の
大

一
統
志
凡
例
を
以

て
現
存
の
大
穂
本
の
醸
例
と
封
比
し
て
符
合
せ
ざ
る
を
指
摘
し

強
ひ
て
帯
群
を
用
ひ
て
居
る
が
'
之
は
全
然
不
必
要
で
あ
り
不

雷
で
あ
る
｡
元
貞
二
年
十

一
月
の
凡
例
は
至
元
大

一
統
志
の
共

で
あ
-
'
大
穂
重
修
の
大
元
大

一
統
志
は
之
を
底
本
と
は
し
た

が
添
攻
嘉

へ
て
居
る
事
は
趨
突

徳
葦

七
月
の
量

(
詣

細
鮎

)

に
明
亨

る
所
で
あ
る
か
ら
｡
蓋
し
吉

八
十
墓

の
至
元
再
修
本
が
大
徳
重
修
の
結
果
千
三
百
番
に
槍
大
し
た
の

･は
其
の
慣
例
に
於
て
も
其
の
記
事
に
於
て
も
'
非
常
な
添
槍
が

輿

へ
ら
れ
た
る
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
'
大
穂
五
年
八
月
大
穂

重
修
本
の
慣
例
と
し
て
､
至
九
大

1
統
志
の
凡
例
に
無
い
四
至

八
到
坊
郭
碍
式
が
空

室

心
に
兄
へ
る
(
鵬
棚

即
諾
八
)
如
き

某
の
1
端
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
｡

第
四
章

｢資
料
｣
は
例
を
奉
げ
て
元
和
耶
麻
志
以
下
の
諸
地

志
の
関
係
を
詮
-
も
の

で
あ
り
'
第
五
牽

｢
残
本
｣
第
六
尊

｢侠
文
｣
に
就
て
は
巳
に

｢
戎
本
｣
｡
｢
輯
本
｣
の
項
に
於
て
鴨

れ
て
置
い
た
｡

第
七
草

｢
輿
元
史
地
理
志
之
異
同
｣
元
史
地
理
志
が
主
要
な
J

材
料
と
し
た
も
許

軽
業

典

･
及
び

qJ
統
志
(
読

)
が
雪

た
事
は
､
元
史
食
貨
志

･
兵
志
姑
赤

･
刑
法
志
が
夫
々
経
世
大

典
に
讐

蛋

よ
n

(那
謂

坂

詰

監

只藍

㌍

76二･一

阿
部
学
士
｢
大
元
通
制
聯

｢
元
史
刑
法
史
卜
元
律
｣

詑
｣)
も
容
易
に
推
測
さ
れ
る
が
'
専
管

明
か
に
地
理
志
(舶
詐

舶
)
肇
州
の
侯
に
其
の
一
誓

示
す
記

事
が
見
ら
れ
る
｡
此
の
鮎
金
氏
昼
光
史
地
理
志
と
大

7
統
志
と

の
異
同
を
論
じ
た
の
で
あ
る
が
其
の
7
例
と
し
て
最
後
に
拳
げ

た
聾
州
の
例
は
'
更
に
考
慮
の
験
地
が
あ
る
の
で
は
な
か
ら
う

か
｡
即
ち
地
理
志
が
大

1
椀
志
に
箪
州
を
載
せ
ず
と
云
へ
る
に

封
L
t
遼
東
志
･清
洲
源
流
考
把
引
け
る

｢
閑
元
諸
古
城
｣
｢上



鰯

嘉

故
城
｣
の
記
事
を
取
っ
て
以
っ
て
其
の
異
同
を
論
じ
て
居
る

i
.

a
.
巳
に
箭
内
博
士

･
和
田
教
授
の
注
意
さ
れ
た
如
-

(ri

鯛

震

誹
無

難

節

.撃

墜

之
笠

の
壁
州
に
非
ざ
る
も
の

と
解
せ
ら
れ
る
以
上
'
元
史
地
理
志
の
記
事
と
の
胡
異
と
認
め

難

い
と
思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
.

.弟
八
草

｢
輿
明

一
統
志
之
異
同
｣
明

一
統
志
が
元

7
統
志
に

庭
球
し
､
而
も
質
に
於
て
量
に
於
て
着
る
し
く
見
劣
-
が
す
る

鮎
を
指
摘
し
た
も
の
で
､
両
者
の
鰭
例
の
異
同

､
及
び
其
の
特

徴
的
諸
鮎
に
深
い
考
察
が
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
｡

.
6
)附
銀

一
巻

大
元
大

一
統
志
の
提
要
と
し
て
作
ら
れ
た

｢
考
詮
｣
の
資
料
を
綿
密
に
登
録
し
た
云
は
ば
関
係
資
料
集
で

あ
る
.
秘
書
監
志
を
初
め
と
し
殆
ど
洩
れ
な
く
採
取
し
て
ゐ
る

車

に
'
根
本
茸
料
の
一
な
る
許
有
壬
の

｢
大

1
統
志
序

山
が
見

馨
ら
ぬ
事
は
'
前
に
も
述
べ
た
如
く
重
大
な
疏
漏
圭
茶
は
ね
ば

鼻

な
ら
な
い
O
其
勉
強
ひ
て
晩
落
せ
る
も
の
を
馨
ぐ
れ
ぼ
元
史
楊

療
俸

･
孔
斎
至
正
直
記

･
朱
思
本

一
統
固
序
(腐
輿
固
所
載
)
等

加
数

へ
ら
れ
る
L
t
叉
蘭
書
監
志
四
第
修
の
日
中
に
収
め
ら
れ

て
居
て
も
大

7
統
志
董
修
と
無
関
係
の
記
事
､
例

へ
ぼ

｢
校
肇

轟

音
｣
｡
｢
保
拳
｣
の
如
き
類
を
も
撫
批
判
に
全
銀
し
て
居
る
の

･ば
杢
-
無
意
味
で
あ
ら
う
ー
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